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機械工学は、日本のあらゆる製造技術分野を
支えています。また、航空宇宙分野での課題
解決にも貢献しており、機械などに用いられ
る工業素材の力学特性の精査、医療・福祉の
技術的対応、地球規模の環境問題対策など、
機械工学の果たすべき役割は増大する一方で
す。次世代の機械技術者には、従来の学問体
系に加えて、情報、電気・電子、経営システ
ムなどのさらなる工学知識とスキルが求めら
れています。
本学科は 6 コースを設定し、次世代の創造
的エンジニアを育成します。目指すのは、さ
まざまな分野で技術課題の解決にリーダーシ
ップを発揮できる専門技術者、研究者です。
そのため、自然科学の知識を基礎に、機械工
学の専門分野を構成する力学諸分野の知識を
習得します。問題発見・解決力と、総合的に
現象を解明する力、「ものづくり」に必要な
コミュニケーション力も養成します。

本専修は、航空のメカニズムを学ぶだけでは
なく、実際に航空機を操縦し、大空を翔るこ
とで、専門的、実学的に工学のカリキュラム
を履修することができ、卒業時には理工学士
の学位を取得することができます。
大学4年間で自家用操縦士および事業用操縦
士免許の取得を目指していますが、エアライ
ンパイロットになるという道だけではなく、
機械工学の高度な知識と「自家用操縦士」免
許を活かし、航空業界や製造業で「飛べるエ
ンジニア」として学んだ知識を生かす道も開
けるのが特徴です。
エアラインパイロットを養成するだけではな
く、機械+航空の素養を持ち、航空産業エン
ジニアとして航空業界を支える「飛べるエン
ジニア」を育成するために、堅実で多様なカ
リキュラムを組んでいます。

本専修では、 3年次までパイロット・エン
ジニア共通のカリキュラムで学び、 3年次
の必修科目の中で自家用操縦士のライセンス
取得を目指します。4年次進級時にパイロッ
トを目指すか、エンジニアとして卒業するか
を選択します。
1年次は、ライセンス取得に不可欠な「航
空無線」「航空管制」など航空関連科目を受
講しながら、エンジニアの基礎となる力学を
はじめとした入門科目を学びます。
2年次は、航空法、航空力学、航法、航空
気象など専門的かつ実学的な分野を学びなが
ら、熱、流れ、機械、材料といった、主要な
力学を学びながら航空機に関わる技術を身に
付けます。

3年次は、 2年次までに学んだ、航空力学、
航法、航空気象などの知識の理解を深めなが
ら、最先端の航空機素材であるカーボンファ
イバーの材料強度や、流体力学など、専門的
なカリキュラムを学びます。また、必修科目
で自家用操縦士のライセンス取得を目指しま
す。
4年次は、パイロットを目指す学生は事業
用操縦士課程に進み、飛べるエンジニアとし
て卒業する学生は卒業研究を行います。

①ヒューマンロボティクスコース
現在、ロボットは産業界だけでなく家庭にも
導入されつつあります。特に介護補助のため
の福祉ロボットに対する需要は、計り知れま
せん。次世代のロボットを開発し、発展させ
る知識と技術を身に付けます。

②マテリアルプロセッシングコース
製造加工技術の革新は、機械工学の大きなテ
ーマのひとつです。本コースでは、新素材の
開発とその加工法を学ぶのはもちろん、地球
環境にも配慮しながら、先端的加工技術開発
に貢献できる感性豊かな人材を育成します。

③環境・エネルギーコース
環境と調和した省エネ技術、エネルギー変換
技術、燃焼生成物の低減、再生可能なエネル
ギーの有効利用など、環境に優しい資源循環
型エネルギー社会を構築するための技術開発
をリードする人材を育成します。

④航空宇宙コース
十分な耐久性、安全性、信頼性が要求される
航空機および宇宙往還機などは、機械工学の
各分野の先端技術が結集されています。本コ
ースでは、こうした航空宇宙工学関連分野に
貢献できる人材を育成します。

⑤材料物性・強度コース
機械や構造物は大型化、高性能化しており、
これを構成する機械部品に対する高強度化、
軽量化、高機能化の要求は高まる一方です。
こうしたニーズに応える信頼性の高い機械を
設計できる人材を育成します。

⑥デジタルエンジニアリングコース
CAD／CAM／CAEなどのソリューション技
術、PDM／LCM／CEなどのマネジメント
技術は、機械技術者にとって不可欠です。
「ものづくり」に大きく貢献する、デジタル
エンジニアリング関連の知識を習得します。
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次世代の機械技術者とパイロット、航空産業エンジニアを育成

機械工学専修 航空操縦学専修

学びの特色 学びの特色

飛行実習
Class Pick Up

専門領域を超えて学べる
横断的なカリキュラム

航空機を操縦し、 
専門的・実践的に学ぶ

創造力を備えたエンジニアを
育成する6コース

日本の空で、日本人による
パイロット教育を実現

「ものづくり」に必要な
コミュニケーション力を育成

航空業界を支える
「飛べるエンジニア」を育成

※カリキュラムおよび科目名は、変更になる場合があります。

1年次必修科目「フレッシュマンズフ
ライト」では、初めて操縦桿を握り、 5
時間の操縦実習に挑みます。
2年次必修科目「初等操縦実習Ⅰ」では、
5時間の操縦実習を通じて、航空力学
など座学で学んだ内容を実体験し、理解
を深めます。

1年次から操縦実習を実施
3年次には、自家用操縦士ライセンス
取得を目指して必修科目「初等操縦実習
Ⅱ・Ⅲ」を受講します。約 4か月、60
時間の操縦実習では、ファースト・ソロ
（単独飛行）、ナビゲーション、夜間飛行
など、やや高度な飛行訓練に臨みます。

エアラインパイロットを目指す学生は、
4年次に約 1年間事業用操縦士課程、
多発限定変更課程、計器飛行証明課程の
訓練を受講します。事業用操縦士課程、
多発限定変更課程、計器飛行証明課程の
訓練は法政大学飛行訓練センター（航空
従事者指定養成施設）で実施しています。

自家用操縦士課程 事業用操縦士課程
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Student’s Voice

藤林 温子さん
機械工学科 4年
福井県私立北陸高校出身
医療福祉ロボティクス研究室 所属

高校時代、テレビで医療福祉ロボットに関
する特集番組を見て、興味をもっていまし
た。志望校を検討する中で、筋電義手や手
術ロボットなどを研究テーマとする医療福
祉ロボティクス研究室の存在を知り、機械
工学科を受験しました。現在の目標は卒業
研究に選んだ「義足の改良に関する研究」
です。従来の義足は、歩くさまがぎこちな
く見えますが、その理由のひとつは爪先の
動きにあります。そこで、動画分析や筋電
センサーで実際の足の動きを測定し、どん

な機構を作れば自然な動きが再現可能で、
かつ装着している人の負担を軽減できるか
を研究しています。卒業までに私なりの成
果を挙げて後輩に引き継ぐことができれば
と思っています。
卒業後はテレビ局のアナウンサーとして働
きます。本学での学びを活かして、医療工
学分野はもちろん、理工系の情報を正確に
理解し、視聴者の方々にわかりやすく伝え
ることのできるアナウンサーになりたいと
思っています。

理工系の情報を、
テレビを通じて
わかりやすく
伝えたい

さまざまな産業や社会問題への
活用が期待される機械工学 個性豊かな６コース

「パイロット」と
「飛べるエンジニア」を育成

専門知識を深めながら
ライセンス取得を目指す

航空機を支える
機械工学に強いパイロットに
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教授 教授
新井 和吉 林 茂

複合材料工学 流れの力学

軽くて強い繊維強化プラスチッ
ク（FRP）等の複合材料につい
て、その耐衝撃性の研究を行っ
ています。宇宙機のスペースデ
ブリ衝突防御や航空機の耐バー
ドストライク、野球用ヘルメッ
トの緩衝性能等の問題について
検討を行っています。本学科で、
もの作りには欠かせない「そう
ぞう力（創造力と想像力）」な
どを養ってほしいと思います。

ジェットエンジンの環境技術を
中心に研究をしています。特に、
燃焼器内の流れ、燃料噴霧の挙
動、反応の様子などを最新のレ
ーザー計測技術で解明し、それ
らを最適化することに取り組ん
でいます。また、これらの研究
で生まれた成果を適用した小型
ジェットエンジンや超微粒ミス
ト発生装置の開発など、企業と
連携した研究も積極的に進めて
います。

教授 教授
大川 功 平野 元久

材料力学 固体力学

機械の破壊の大半は、荷重が繰
返されて材料が疲労することに
より起こります。このことから、
実際の機械の破壊事故を防止す
ることを目的として、荷重を受
けて発生する割れの拡大や変形
の様子を調べることにより寿命
を予測し、安全な機械を設計す
るのに役立つ金属疲労について
の研究を行っています。

新原理の機械や新現象の発見を
目指して勉学と研究に挑戦しま
しょう。人工衛星などの精密機
械の研究をきっかけとして、原
子レベルの摩擦研究を進めてい
ます。摩擦はありふれた日常現
象ですが、原子レベルで調べる
と、ミクロの世界で摩擦ゼロの
超潤滑現象が現れます。理工学
の基礎を身につけ、常識を超え
る「夢の技術」を語りましょう。

教授 教授
川上 忠重 渡邉 正義

工業熱力学 航空機

航法

各種内燃機関の燃焼生成物の低
減に関する研究や、燃焼方法改
善による燃焼の能動的制御（超
微粒化された液滴燃焼や微小重
力環境を積極的に利用）に関す
る研究を行っています。これか
らのグローバルな次世代型内燃
機関の開発や持続可能な環境エ
ネルギー問題の解決には、皆さ
んの新しいアイデアが必要・不
可欠です。新しい視点から、是
非、チャレンジしてください。

今や航空機はその利便性により
人々の生活にとって欠かすこと
ができない乗り物です。当研究
室では、何百トンもある飛行機
が何故飛ぶのか？ その飛行原
理、航空機の構造設計、耐空許
容設計、また航空機の離陸から
着陸までの各種性能、環境問題、
さらには航空事故防止等を学習
し航空機に関する総合的理解を
深めることを目指します。

教授
柴田 東作

専門分野は、空中航法、航空路
設定基準、航空管制、AIM（米
国）、FAR（米国）、および航空
生理学などです。現在の民間航
空輸送の環境は日々変化をして
おります。航法精度の向上、
GPS利用による航空路の新規設
定、事故原因におけるフューマ
ンファクターの問題などがあげ
られます。これらの課題につき、
講義・研究いたします。

教授

教授

石井 千春

日高 光信

機械制御工学

初等操縦実習Ⅰ

制御工学とロボットのモーショ
ンコントロールを軸に、近年の
医工学連携、および高齢化社会
への需要を見据えて、医療ロボ
ット・福祉機器の開発を中心と
した研究を行っています。3次
元CAD（機械設計ソフトウェ
ア）や制御系設計ソフトウェア
の使い方を身に付けて、社会に
役立つ医療・福祉ロボットを開
発したいという方を歓迎します。

航空操縦学専修でプロパイロッ
トを目指した飛行訓練を担当し
ています。パイロットだけでな
く、自家用ライセンスを取得し
「飛べるエンジニア」を目指す
事も可能です。パイロットの知
識と経験を生かし、整備士や運
航管理、すべての航空運送業の
仕事を目指していくことが出来
ます。航空界に飛び出し、世界
の文化との交流を目指しましょ
う。

教授

教授

大澤 泰明

御法川 学

マテリアル
プロセッシングⅠ 

音響工学

自動車、航空機、鉄道車両、船
舶などの乗り物を、アルミニウ
ム、マグネシウム、チタン合金
などの鉄鋼よりも軽量な金属で
廉価に製造するプロセスを実験
的に研究しています。日本のモ
ノ造りを支える機械工学の勉強
を君たち若者の情熱をぶつける
対象として考えてみてください。
きっと充実した学生生活が待っ
ています。

次世代を担う機械エンジニアと
しての素養を身に付けられるよ
う、実践的な研究を中心に行っ
ています。主な研究テーマは以
下の通りです。 ・機械から発生
する音の低減・音質向上 ・マ
イクロターボ機械の設計・試作 

・LSA（Light Sport Aircraft）
の開発 ・航空機の運航支援、
操縦支援に関する研究教授

専任講師

木村 文彦

相原 建人

ライフサイクル
デザイン

機械力学ロボット工学

資源・エネルギー効率の良い機
械製品を実現するためには、素
材準備から製造、利用、リサイ
クル、廃棄に至るまで、製品の
一生を合理的に設計しなければ
なりません。これをライフサイ
クルデザインと呼びます。情報
技術を援用して機械工学の基礎
学術を統合し、体系的なライフ
サイクルデザインの理論と方法
を開発していくことは、これか
らの機械工学にとって興味深い
課題です。

自動車をはじめとする輸送機器
には快適性向上、省エネルギー
化のため、より高効率で静粛な
動力伝達機構が必要です。本研
究室では理論、CAE、実験に
より騒音の原因となる非線形振
動の現象解明や動力伝達機構の
高効率化に関する研究を行って
います。快適で持続可能な社会
の実現のため、一緒にがんばり
ましょう。

教授
高島 俊 

ロボット工学の分野で、運動ロ
ボットや演奏ロボットなどのア
ミューズメントロボットの研究
を専門としています。また、障
害者のための楽器演奏補助装置
の開発も行っています。ロボッ
ト工学は、機械工学、電気・電
子工学、バイオメカニズムなど
多くの分野の知識と技術を総合
した物づくりのための学問です。
動く物作りに、ぜひ、挑戦して
みてください。

教授
遠藤 信二

航空力学

本学の教員になる前はエアライ
ン・パイロットだったのですが、
その時に強く感じたのは、安全、
快適かつ効率のよい操縦をする
には航空機に作用するさまざま
な力とその影響を理解する必要
があり、感覚だけではなかなか
うまくいかないということです。
そこで、実際の飛行機の操縦と
いう視点から航空力学の研究を
進めています。

教授
金光 興二

体育実技

教養科目の ｢体育実技｣ を担当
しています。授業では主にソフ
トボールやサッカーなどの屋外
スポーツのルールや基本技術の
習得を目標に行っています。専
門種目は ｢野球｣ で専攻は ｢ス
ポーツ方法学｣ ｢スポーツマネ
ジメント学｣ です。スポーツで
心身のリフレッシュをはかり充
実した学生生活を送りましょう。

教授
崎野 清憲

材料強度学

構造物を設計するエンジニアに
は、材料に高速荷重が加わった
際の強度について明確な知識が
要求されます。また、地震や乗
り物の衝突事故から人の生命や
財産を守るには、それらに衝撃
荷重が加わった際の破壊形態を
知ることがとても重要です。本
研究室では金属材料および高分
子系複合材料を対象に、その強
度や破壊についてダイナミック
スな方面から研究しています。
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教員紹介 主な授業科目
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教授
鷹林 敏光

初等操縦実習
Ⅱ・Ⅲ

常に安全と効率のバランスを考
えられるパイロットの育成。飛
行機の操縦方法を学ぶだけでは
なく、機械工学の知識を活用し、
効率的な運航、安全（フライト
では最重要なアイテム）に対す
るスキルアップを学ぶ座学が充
実しているのが特徴です。また、
寮生活を通してパイロットに必
要なチームワーク、礼儀正しさ、
気配り等パイロットに相応しい
人材育成にも努めています。

流体工学

教授
辻田 星歩

航空用ジェットエンジンや産業
用ガスタービンなどの、流体機
械の空気力学的性能の向上を目
的に、実験と数値解析的方法に
より研究を行っています。地球
環境を取り巻く水や空気などの
流体からエネルギーを受け取っ
たり、逆にエネルギーを与える
ことを機能とする流体機械の性
能向上は、省エネ・環境問題の
解決に大いに貢献します。
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